
３Ｍ、Bair Hugger、ベアーハガーは、３Ｍ社の商標です。

よくある質問 　5

Q
A

３Ｍ™ ベアーハガー™ ペーシェントウォーミング モデル 775
本体に他社のブランケット製品を接続することはできますか?

３Ｍ™ ベアーハガー™ ペーシェントウォーミング ブランケット
以外は接続しないでください。添付文書の【禁忌・禁止】参照
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［ 質問 ］

［ 答え ］

1. 使用時には必ず指定のエアパッド特定加温装置コントロールユニットのエアーホースをウォーミングブランケットに接続すること。
［エアーホースのみによる加温は、熱傷を引き起こすため。］

2.ウォーミングブランケットは、孔の開いている側を患者の体表面に向けて使用すること。［熱傷を引き起こすことがあるため。］ 
3. 加温中は、患者の体にエアーホースが触れないようにすること。［加温中はエアーホース全体が高温になり、接触していると

熱傷を引き起こすおそれがあるため。］
4.ウォーミングブランケットと患者の間にシーツを敷かないこと。［加温性能および安全性に影響するため。］ 
5. 温度上昇警報ランプが表示され、アラームが鳴った場合は、直ちに使用を中止すること。［熱傷を引き起こすおそれがあるため。］
6. 患者の体温・皮膚の状態を10～20 分おきにモニタすること。バイタルサインに異常または不安定な状態が見られた場合は、

直ちに使用を中止すること。
7. 正常体温に回復したり、バイタルサインが不安定になった場合は、設定温度を下げるか、または使用を中止すること。
8. 患者が下記の状態にある場合は、細心の注意を払い、絶えずモニタすること。［熱傷を引き起こすおそれがあるため。］ 

● 閉塞性または糖尿病性の著しい末梢血管障害の患者  ● 低心拍出量の患者  ● 血流状態が悪い患者

1. 再使用禁止
2. 大動脈クランプなどで、四肢の血管が遮断され、虚血状

態になっている部位には使用しないこと。［熱傷を引き起
こすおそれがあるため。］

3. 本品は、適用機種以外には接続しないこと。［熱傷を引
き起こすおそれがあるため。また、本来の性能を損なう
おそれがあるため。］

警告 禁忌・禁止

３Ｍ™ ベアーハガー™ ペーシェントウォーミング ブランケット以外の接続は
本来の加温性能が発揮できないだけでなく、不具合の発生や過剰な加温による
熱傷等の思わぬ健康被害が発生する可能性があります。
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モデル 775 本体には、必ず、専用の
３Ｍ™ ベアーハガー™ ペーシェントウォーミング ブランケット
を接続し加温してください。

同様に他社の加温装置を、
３Ｍ™ ベアーハガー™ ペーシェントウォーミング ブランケット
の加温に使用しないでください。

他社の
ブランケット製品

その他注意事項
３Ｍ™ ベアーハガー™ ペーシェントウォーミング ブランケットは、単回使用になります。
再利用はしないでください。感染のリスクのみでなく、ホース挿入口がゆるんで、
事故につながる場合があります。

他社の
温風式加温装置


